
ブ
ロ
マ
イ
ド
風
に
表
紙
全
面
の
顔
写
真
、
見
開
く
と
朱
色
地
に

墨
で
、
「
六
甲
の
ア
ジ
サ
イ
も
日
毎
に
美
し
く
…
…
、
そ
し
て
ア

ジ
サ
イ
よ
り
も
美
し
い
女
優
さ
ん
…
…
。
」
と
入
会
お
誘
い
の
案

内
状
。
栗
原
小
巻
神
戸
後
援
会
Ⅱ
コ
マ
キ
ス
ト
ク
ラ
ブ
が
、
八
月

初
め
、
華
麗
に
発
会
し
た
。

栗
原
小
巻
ｌ
劇
団
。
俳
優
座
の
、
わ
が
国
の
代
表
的
な
女
優
と

し
て
、
演
劇
、
映
画
、
Ｔ
Ｖ
等
多
彩
な
分
野
に
、
ま
た
国
際
的
に

も
幅
広
く
活
躍
中
で
あ
る
。
彼
女
が
初
め
て
来
神
出
演
し
た
の

は
、
一
九
六
六
年
「
ア
ン
ナ
・
カ
レ
ー
ニ
ナ
」
と
の
こ
と
。
そ
れ

以
来
毎
年
の
よ
う
に
来
演
し
て
い
る
。
「
ル
ル
」
「
ア
ン
ト
ニ
オ
と

ク
レ
オ
。
ハ
ト
ラ
」
な
ど
。
一
九
七
九
年
三
月
に
は
、
ミ
ュ
ー
ジ
カ

ル
「
マ
イ
・
フ
ェ
ア
。
レ
デ
ィ
」
の
神
戸
公
演
で
、
花
売
娘
イ
ラ

イ
ザ
の
役
を
熱
演
熱
唱
し
、
一
段
と
演
技
の
幅
の
広
い
印
象
を
残

し
た
。
こ
の
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
に
よ
っ
て
、
彼
女
は
文
化
ホ
ー
ル
の

大
ホ
ー
ル
を
、
ま
た
演
劇
に
よ
っ
て
中
ホ
ー
ル
を
、
両
ホ
ー
ル
の

舞
台
を
踏
む
経
験
を
持
つ
。

文
化
ホ
ー
ル
の
大
ホ
ー
ル
は
音
楽
ホ
ー
ル
と
し
て
屈
指
の
レ
ベ

ル
を
誇
る
。
中
ホ
ー
ル
は
演
劇
ホ
ー
ル
と
し
て
全
国
最
高
の
水
準

に
あ
る
。
宮
崎
市
長
の
実
際
に
ホ
ー
ル
を
使
う
人
の
意
見
を
尊
重

し
て
と
い
う
考
え
の
も
と
に
、
設
計
建
設
さ
れ
た
結
果
で
あ
る
。

故
宇
野
重
吉
は
、
演
劇
ホ
ー
ル
な
ら
神
戸
文
化
中
ホ
ー
ル
を
と

音置楽
夜
話
室

Ｅ
■
コ
マ
キ
ス
ト
ク
ラ
ブ
の

Ｂ
■
誕
生

ｏ
■
北
嶋
敏
男

Ｋ
■
八
神
戸
市
立
文
書
館
々
長
Ｖ
。

§
浄
覗
蝋
損
甘
呼
吃
碑
．
牙
弓
。

宮崎辰雄・神戸市長と一緒に

ケ

’
4０
１
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推
賞
さ
れ
、
事
実
、
か
っ
て
演
劇
関
係
者
に
よ
っ
て
全
国
の
演
劇

ナ
ン
バ
ー
ワ
ン
ホ
ー
ル
に
選
ば
れ
た
の
は
こ
の
中
ホ
ー
ル
で
あ
っ

た
。
市
長
は
、
演
劇
人
と
も
機
会
が
あ
れ
ば
懇
談
さ
れ
て
い
る
。

厳
し
い
訓
練
、
舞
台
一
筋
と
も
い
う
べ
き
真
剣
さ
、
演
技
の
工

夫
、
劇
場
の
良
し
悪
し
な
ど
い
ろ
い
ろ
と
熱
心
に
聞
か
れ
る
。
そ

の
中
に
は
劇
団
俳
優
座
の
方
汽
も
含
ま
れ
て
い
る
。

一
九
八
三
年
。
神
戸
文
化
ホ
ー
ル
開
館
十
周
年
記
念
と
し
て
、

一
日
館
長
に
、
栗
原
小
巻
さ
ん
が
選
ば
れ
る
。
十
月
一
日
の
記
念

日
当
日
、
市
長
か
ら
の
辞
令
交
付
、
館
長
就
任
記
者
会
見
、
神
戸

フ
イ
ル
。
ベ
ー
ト
ー
ベ
ン
「
第
九
」
演
奏
会
等
多
忙
な
日
程
を
華
や

，
”
Ｊ
１
》
工
捗

;蝿

灘

§
§

☆
栗
原
小
巻
神
戸
後
援
会
へ
入
会
御
希
望
の
方
は
、
貧
ｍ
８
０
１
１
１
１
９
９
長
島

隆
ま
で
。

か
に
務
め
る
。
翌
日
、
さ
ん
ち
か
ホ
ー
ル
で
の
安
井
賞
受
賞
者
特

別
展
に
も
参
列
、
テ
ー
プ
カ
ッ
ト
、
当
日
夜
、
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
に
参

集
し
た
多
く
の
神
戸
の
人
々
と
交
歓
の
輪
を
拡
げ
る
の
で
あ
る
。

「
メ
ア
リ
・
ス
チ
ュ
ア
ー
ト
」
「
セ
ッ
ュ
ア
ン
の
善
人
」
「
恋
愛
論
」

等
、
彼
女
の
公
演
は
次
々
と
続
く
の
で
あ
る
が
、
そ
の
間
神
戸
の

コ
マ
キ
ス
ト
は
、
彼
女
が
神
戸
の
コ
マ
キ
ス
ト
は
、
彼
女
が
神
戸

に
来
た
と
い
え
ば
演
劇
を
鑑
賞
し
、
時
に
は
歓
迎
の
会
を
開
き
、

あ
る
人
は
誕
生
日
に
は
花
束
を
届
け
、
あ
る
人
は
東
京
ま
で
演
劇

を
観
に
行
く
こ
と
も
い
と
わ
ず
、
時
の
来
る
の
を
待
つ
の
で
あ
る
。

一
九
八
九
年
一
月
、
神
撫
会
（
旧
三
中
・
長
田
高
校
同
窓
会
）

主
催
の
「
ア
ス
ト
ラ
・
コ
ン
サ
ー
ト
」
に
栗
原
小
巻
が
特
別
ゲ
ス

ト
と
し
て
、
朗
読
と
歌
を
演
じ
る
。
次
の
公
演
を
控
え
、
多
忙
な

練
習
の
日
程
を
さ
い
て
の
文
字
ど
お
り
特
別
の
来
神
で
、
そ
の
人

柄
に
関
係
者
大
い
に
感
銘
を
う
け
た
も
の
で
あ
る
。
そ
の
夜
、
神

撫
会
と
「
神
戸
ワ
イ
ン
サ
ロ
ン
」
合
同
の
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
が
開
催

さ
れ
、
こ
の
席
で
、
後
援
会
の
結
成
が
提
案
さ
れ
る
。

八
月
二
日
、
生
田
神
社
会
館
で
の
発
会
式
は
華
々
し
く
行
わ
れ
、

か
ね
て
彼
女
な
ら
ば
と
い
わ
れ
て
い
た
宮
崎
市
長
が
、
会
長
に
就

任
さ
れ
た
。
名
称
も
当
初
ニ
ッ
ク
ネ
ー
ム
に
予
定
し
て
い
た
「
コ

マ
キ
ス
ト
ク
ラ
ブ
」
を
主
と
し
て
使
う
こ
と
に
な
っ
た
。
式
上
、

彼
女
は
、
ピ
ア
フ
の
自
伝
の
一
節
の
朗
読
と
シ
ャ
ン
ソ
ン
「
バ
ラ
色

の
人
生
」
と
「
水
に
流
し
て
」
の
二
曲
を
歌
い
、
入
会
者
に
応
え
た
。

芸
術
を
鑑
賞
す
る
こ
と
も
ま
た
立
派
な
芸
術
活
動
で
あ
る
と
い

わ
れ
る
。
演
劇
活
動
ひ
と
つ
を
取
り
上
げ
て
も
、
俳
優
、
劇
場
、

観
客
の
ど
れ
が
欠
け
て
も
演
劇
活
動
は
成
立
し
な
い
。
文
化
芸
術

の
輪
は
着
実
に
拡
が
っ
て
い
る
が
、
一
層
身
近
な
も
の
に
し
た
い

も
の
で
あ
る
。
ヨ
マ
キ
ス
ト
ク
ラ
ブ
」
、
栗
原
小
巻
の
演
劇
活
動

を
支
援
し
、
会
員
相
互
の
親
睦
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
し
て
い
る

が
、
自
由
な
雰
囲
気
な
会
に
す
る
た
め
、
会
則
も
ホ
ン
の
数
行
し

か
決
め
な
か
っ
た
。
会
員
が
思
い
思
い
に
文
化
を
語
り
、
明
日
の

神
戸
を
夢
見
な
が
ら
、
品
良
く
楽
し
い
余
裕
の
一
刻
を
過
ご
す
よ

う
な
会
に
な
る
こ
と
を
願
っ
て
い
る
。

朗読をする小巻さん

１
４１
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行

画〃

１
４２
１

☆
神
戸
Ｊ
Ｃ
次
年
度
理
事
長
に

増
田
晴
信
氏
が
内
定

（
社
）
神
戸
青
年
会
議
所
（
松

田
茂
樹
理
事
長
）
は
、
８
月
塑

日
に
開
い
た
理
事
会
で
、
次
年

度
第
詑
代
理
事
長
に
増
田
晴
信

氏
（
陵
楓
閣
社
長
）
が
就
任
す

る
こ
と
を
内
定
し
た
。

同
氏
は
、
明
治
初
期
に
創
業

さ
れ
た
有
馬
の
名
門
旅
館
陵
楓

閣
の
６
代
目
社
長
。
神
戸
青
年

会
議
所
に
は
昭
和
弱
年
に
入
会

し
、
経
済
政
策
室
長
、
社
会
室

長
を
歴
任
、
本
年
度
は
副
理
事

長
と
し
て
活
躍
し
て
い
る
。

９
月
犯
日
の
総
会
で
正
式
決

定
の
後
、
平
成
２
年
１
月
か
ら

１
年
間
、
理
事
長
職
を
務
め
る

こ
と
に
な
る
。

昭
和
狛
年
専
修
大
学
経
済
学

部
卒
業
、
諏
歳
、
神
戸
市
出
身
。

脅
蕊

経
済
ポ
ケ
ッ
ト

ジ
ャ
ー
ナ
ル

増田晴信氏

☆
神
栄
の
中
央
研
究
所
が

西
神
に
完
成

神
栄
株
式
会
社
が
電
子
機
器

事
業
部
の
拠
点
と
し
て
、
神
戸

市
西
区
室
谷
一
一
の
神
戸
ハ
イ
テ

ク
パ
ー
ク
内
に
建
設
中
で
あ
っ

た
中
央
研
究
所
（
二
階
建
て
、

千
四
百
平
方
米
）
が
完
成
し
た
。

技
術
革
新
の
中
に
あ
っ
て
、

時
代
の
流
れ
に
乗
り
遅
れ
る
こ

と
の
な
い
よ
う
に
研
究
開
発
機

能
の
強
化
、
充
実
を
図
っ
て
い

く
。
完
成
し
た
研
究
所
に
は
、

綾
部
工
場
（
京
都
府
）
に
あ
っ

た
研
究
開
発
室
が
移
転
、
空
間

制
御
セ
ン
サ
ー
や
新
固
体
コ
ン

デ
ン
サ
ー
な
ど
の
研
究
、
開
発

に
取
り
く
ん
で
い
く
。

新
本
社
完
成
予
想
図

信
設
備
や
シ
ス
テ
ム
が
導
入
可

能
な
ピ
ル
と
し
、
研
究
開
発
機

能
を
充
実
さ
せ
、
「
お
客
様
と

の
接
点
を
求
め
、
何
を
求
め
て

い
る
の
か
、
共
に
考
え
る
場
を

つ
く
り
、
開
発
す
る
」
と
い
う

主
旨
の
も
と
、
新
本
社
を
建
設

し
て
い
く
。

総
工
費
は
土
地
代
を
含
め
て

約
如
億
円
。
内
部
は
本
社
・
研

究
開
発
部
門
の
ほ
か
、
一
、
二

階
に
は
ホ
ー
ル
や
ロ
ビ
ー
、
主

婦
向
け
の
料
理
教
室
の
ス
ペ
ー

ス
を
作
る
。

嫁

伊

鱗
☆
Ｋ
Ｏ
Ｂ
Ｅ
オ
フ
イ
ス
レ
デ
ィ
☆
朝
比
奈
由
紀
子
さ
ん
（
餌
）
一

“明るいイメージを持っていただけるよ
うに表１冊には気を配っています“と、さ

織繍雛撫讃弗
年間のｱ ﾒ ﾘ ｶ 淵篭の経験をいかしたい宮L
ということでこの仕事を選んだそうだ。キＡ
旅行が好きで、ヨーロッパやハワイなどヤ外
にも出かけたことがあり､外国での生活種
と合わせて､ ｢ 自分を表に出すことがとてス院
も大切なことだと感じるようになった｣鷲
という。明石市在住。射手座のＢ型。、／

完成した中央研究所

☆
フ
ジ
ッ
コ
、
ポ
ー
ア
イ
に

新
本
社
建
設

総
合
食
品
メ
ー
カ
ー
を
め
ざ

す
、
株
式
会
社
フ
ジ
ッ
コ
（
本

社
西
宮
、
山
岸
八
郎
社
長
）
は

創
業
釦
周
年
を
迎
え
る
来
年
末

の
完
成
を
め
ざ
し
、
神
戸
ポ
ー

ト
ア
イ
ラ
ン
ド
に
新
本
社
ピ
ル

を
建
設
す
る
こ
と
を
明
ら
か
に

し
た
。
新
ピ
ル
の
名
称
は
「
フ

ジ
ッ
コ
Ｆ
・
Ｆ
（
フ
ー
ズ
。
ア
ン

ド
・
フ
ュ
ー
チ
ャ
ー
）
セ
ン
タ

ー
」
敷
地
面
積
は
約
四
千
平
方

米
、
地
下
一
階
、
地
上
八
階
（
一

部
九
階
）
建
て
で
、
延
床
面
積

は
八
千
平
方
米
。
社
名
の
頭
文

字
の
「
Ｆ
」
を
形
ど
っ
た
外
観

と
し
、
中
庭
を
設
け
る
予
定
。

国
際
都
市
と
し
て
の
情
報
の

集
積
と
発
信
機
能
を
持
つ
神
戸

ポ
ー
ト
ア
イ
ラ
ン
ド
・
フ
ァ
ッ

シ
ョ
ン
タ
ウ
ン
に
、
人
と
建
物

と
の
調
和
が
と
れ
る
理
想
的
な

空
間
を
設
け
、
高
度
な
情
報
通
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総望
L I C シリーズ⑫⑮

不
動
産
に
も
主
治
医

私
が
前
か
ら
申
し
上
げ
て
い
ま
す
よ

う
に
、
人
は
活
か
さ
れ
て
こ
そ
生
き
る

も
の
で
あ
り
、
そ
れ
は
土
地
、
建
物
に

も
同
じ
事
が
言
え
ま
す
。
土
地
、
建
物

は
生
き
物
な
わ
け
で
す
。

私
達
の
中
に
は
、
〃
か
か
り
付
の
お

医
者
さ
ん
″
に
お
世
話
に
な
っ
て
い
る

方
が
、
随
分
い
ら
っ
し
ゃ
る
と
思
い
ま

す
が
、
す
ぐ
れ
た
、
し
か
も
自
分
に
合
う

医
者
を
お
持
ち
の
方
は
、
大
変
幸
せ
で

す
し
、
人
生
を
ま
っ
と
う
で
き
ま
す
。

何
ら
か
の
商
業
不
動
産
を
お
持
ち
の

方
、
そ
の
不
動
産
を
有
効
に
活
用
し
、

維
持
、
管
理
し
て
い
く
に
も
、
人
間
と

同
じ
よ
う
に
か
か
り
付
の
医
者
、
主
治

医
が
必
要
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
土

地
を
所
有
し
た
当
初
と
い
う
の
は
、
人

青
木
幸
夫
念
議
譲
ル
ァ
ィ
シ
‐
〉

☆
こ
れ
か
ら
の
商
業
不
動
産

あ
な
た
の
店
の
主
治
医
は
？

臼

ｌ
４３
ｉ

口
株
式
会
社
エ
ル
ア
イ
シ
ー

神
戸
市
中
央
区
港
島
中
町
６
丁
目
９
番
地
の
１

ポ
ー
ト
ア
イ
ラ
ン
ド
国
際
交
流
会
館
８
Ｆ

（
０
７
８
）
３
０
２
１
４
０
０
９

繍
鯉蕊勢．

■

ｈ
、
，
ノ
ノ

鞭
土
地
を
活
か
す
に
は
、
ど
ん
な
建

物
が
良
い
か
、
ま
た
現
在
の
建
物
を
長

生
き
さ
せ
る
た
め
に
、
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

を
ど
う
す
る
か
等
を
相
談
で
き
る
主
治

医
が
、
こ
れ
か
ら
は
必
要
で
す
。

自
分
の
事
は
、
案
外
自
分
で
は
わ
か

ら
な
い
も
の
で
す
。
私
ど
も
は
商
業
不

動
産
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
会
社
と
し
て
論

様
々
な
チ
ェ
ー
ン
店
さ
ん
等
の
仕
事
を

さ
せ
て
い
た
だ
き
、
今
年
も
い
ろ
い
ろ

な
作
品
が
生
ま
れ
ま
す
。
飲
食
総
合
ビ

ル
、
飲
食
・
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
の
ミ
ッ
ク

ス
ビ
ル
、
あ
る
い
は
今
ま
で
県
下
に
は

一
軒
も
な
か
っ
た
よ
う
な
店
も
、
何
軒

か
誕
生
し
ま
す
。
Ｌ
Ｉ
Ｃ
は
〃
街
に
新

し
い
光
を
／
●
″
を
テ
ー
マ
に
、
今
後
も

街
の
活
性
化
に
尽
力
を
傾
け
て
い
き
ま

す
。こ

め
業
界
で
は
、
単
に
仲
介
す
る
だ

け
で
事
足
り
る
と
い
う
風
潮
も
あ
り
ま

す
が
、
そ
れ
で
は
何
の
発
展
性
も
あ
り

ま
せ
ん
。
私
ど
も
は
商
業
不
動
産
を
総

合
的
に
と
ら
え
て
、
テ
ナ
ン
ト
さ
ん
の

企
画
、
マ
ン
シ
ョ
ン
の
差
別
化
等
を
考

え
、
有
効
利
用
の
お
手
伝
い
を
し
て
い

ま
す
。私

ど
も
Ｌ
Ｉ
Ｃ
は
、
商
業
不
動
産
の

主
治
医
と
し
て
、
不
動
産
を
有
効
に
活

か
し
た
い
、
あ
ら
ゆ
る
方
の
た
め
に
、

開
業
い
た
し
て
お
り
ま
す
。

ー

；
基

青木幸夫代表取締役

蕊間
で
い
え
ば
幼
年
期
に
あ
た
り
ま
す

が
、
そ
の
時
に
十
分
な
愛
情
の
も
と
に

青
ま
れ
き
っ
ち
り
と
蝶
け
、
教
育
を
受

け
て
い
る
事
が
、
後
々
の
人
間
形
成
に

大
き
な
影
響
を
与
え
ま
す
。
で
す
か
ら

不
動
産
に
お
き
ま
し
て
も
、
そ
れ
を
有

効
活
用
す
る
最
初
の
段
階
で
、
い
か
に

細
か
く
世
話
を
す
る
か
が
、
非
常
に
重

要
な
わ
け
で
す
。
不
動
産
は
我
々
よ
り

も
長
生
き
を
し
ま
す
。
初
期
の
頃
か
ら

主
治
医
を
持
ち
、
健
康
を
管
理
す
る
必

要
性
が
あ
り
ま
す
。

②
自
分
の
事
は
わ
か
ら
な
い

、
、
、
、
、
、
、
、

ま
か
し
ま
か
さ
れ
る
と
い
う
話
を
、

以
前
致
し
ま
し
た
が
、
ま
か
す
と
い
う

事
、
安
心
し
て
ゆ
だ
ね
ら
れ
る
主
治
医

を
見
つ
け
る
事
も
肝
要
で
す
。
自
分
の

土
地
に
は
、
ど
う
い
う
処
方
雲
が
必
要
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ア
イ
三
宮
が
魅
力
あ
る

ロ
座
談
会
出
席
者
八
敬
称
略
・
順
不
同
Ｖ

森
本
泰
好
（
神
戸
地
下
街
㈱
専
務
）

東
条
隆
裕
（
マ
ミ
ー
㈱
代
表
取
締
役
社
長
）

野
村
克
彦
（
そ
ご
う
神
戸
店
取
締
役
店
次
長
）

熊
野
稔
（
そ
ご
う
神
戸
店
取
締
役
店
次
長
）

長
津
基
夫
霧
鮮
冨
具
セ
ン
タ
ー
）

古
川
周
二
（
㈲
古
川
藤
代
表
取
締
役
）

久
利
計
一
（
メ
ガ
ネ
の
大
学
堂
専
務
取
締
役
）

中
本
伸
一
（
潅
購
瀦
舗
嘉
長
）

安
藤
輝
雄
霧
霊
鮭
雲
驚
部
｝

竹
内
孝
（
㈱
ピ
ン
ク
釦
代
表
取
締
役
）

中
西
敏
之
（
㈱
阪
急
百
貨
店
神
戸
支
店
総
務
課
長
）

高
木
剛
霞
誇
錘
購
一
霜
－
ジ
ャ
ー
）

西
昇
諏
諦
扉
緬
鋒
セ
ン
タ
ー
プ
ラ
ザ
）

そ
ご
う
神
戸
店
、
プ
ラ
ン
タ
ン
三
宮
、
神
戸
阪
急
、
三
宮
セ
ン

タ
ー
街
、
さ
ん
ち
か
、
さ
ん
プ
ラ
ザ
、
セ
ン
タ
ー
プ
ラ
ザ
、
セ
ン

タ
ー
プ
ラ
ザ
西
館
の
八
組
織
で
結
成
さ
れ
た
ウ
ィ
ン
デ
ィ
三
宮
。

九
月
で
結
成
一
周
年
を
迎
え
る
に
あ
た
り
、
そ
の
結
成
の
経
緯
、

活
動
状
況
、
今
後
の
展
望
な
ど
を
ウ
ィ
ン
デ
ィ
販
促
委
員
の
方
々

に
伺
っ
た
。

☆
神
戸
の
〃
顔
″
三
宮
か
ら
文
化
情
報
発
信
を
ノ
．

森
本
三
宮
の
再
開
発
も
あ
り
、
商
業
集
積
地
と
し
て
の
機
能
が

増
え
て
ま
い
り
ま
し
た
。
こ
の
辺
で
発
展
的
に
大
成
さ
せ
た
い
と

い
う
こ
と
で
、
そ
ご
う
、
神
戸
阪
急
、
セ
ン
タ
ー
プ
ラ
ザ
、
セ
ン

タ
ー
プ
ラ
ザ
西
館
、
プ
ラ
ン
タ
ン
三
宮
、
三
宮
セ
ン
タ
ー
街
、
さ

ん
ち
か
、
さ
ん
プ
ラ
ザ
の
八
つ
の
組
織
で
結
成
し
ま
し
た
。
梅
田

に
対
抗
す
る
広
域
商
店
街
と
し
て
、
三
宮
の
共
通
問
題
を
勉
強
し

て
い
こ
う
と
い
う
こ
と
で
す
。
こ
の
地
域
に
は
、
百
貨
店
や
セ
ン

タ
ー
街
の
よ
う
に
本
店
中
心
の
商
店
街
も
あ
れ
ば
、
支
店
集
団
も

あ
る
。
い
ろ
ん
な
種
類
の
商
業
施
設
が
あ
り
ま
す
。
ご
承
知
の
よ

う
に
、
価
値
感
の
多
様
化
で
お
客
様
の
好
み
も
益
々
細
分
化
さ
れ

て
き
て
い
ま
す
。
従
っ
て
、
店
の
方
も
お
の
お
の
の
セ
ー
ル
ス
ポ

イ
ン
ト
を
確
立
し
て
、
い
ろ
ん
な
タ
イ
プ
の
売
り
場
が
ひ
と
つ
の

グ
ル
ー
プ
を
つ
く
る
と
い
う
こ
と
が
面
白
い
の
で
は
な
い
か
。
で

す
か
ら
、
こ
の
三
宮
グ
ル
ー
プ
も
、
私
は
ゆ
る
や
か
な
連
帯
で
い

い
ん
じ
ゃ
な
い
か
、
個
々
の
範
囲
で
よ
り
個
性
的
に
な
っ
た
方
が

い
い
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
思
う
ん
で
す
。

け
れ
ど
、
い
ま
申
し
上
げ
た
よ
う
に
共
通
の
問
題
が
あ
る
わ
け

で
す
か
ら
、
第
一
ラ
ウ
ン
ド
と
し
て
は
、
梅
田
と
競
争
し
な
い
と

ロ
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
ロ
国
際
文
化
都
市
神
戸
を
考
え
る

劇
場
都
市
の
〃
眼
〃
に

１
４４
１

〈
抑
〉

■
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熊野稔さん 野村克彦さん西昇さん

１
４５
１

中西敏之さん長沢賢二さん久利計一さん

ダ
ー
ト
し
て
い
る
ん
で
す
。
た
だ
三
宮
も

》
成
熟
化
し
て
い
る
。
あ
え
て
老
化
現
象
と

は
申
し
ま
せ
ん
が
（
笑
）
。
こ
の
辺
り
で
、

新
し
い
考
え
方
で
、
新
し
い
新
代
に
対
応

し
て
い
く
。
新
し
い
都
心
の
商
業
集
積
の

あ
り
方
を
目
指
し
て
、
新
し
い
若
い
力
で

お
願
い
し
た
い
。
若
い
皆
さ
ん
方
の
販
促

委
員
会
で
す
べ
て
の
方
向
を
だ
し
て
い
こ

う
じ
ゃ
な
い
か
と
。
私
は
そ
の
応
援
団
で

す
。野

村
そ
れ
ぞ
れ
の
集
団
が
個
性
あ
る
集

団
で
す
の
で
、
急
速
に
一
つ
の
目
的
に
凝

縮
し
あ
っ
て
い
く
の
は
難
し
い
面
が
ご
ざ

い
ま
す
。
三
宮
グ
ル
ー
プ
と
し
て
の
ト
ー

タ
ル
な
機
能
と
、
そ
れ
ぞ
れ
が
持
っ
て
い

る
力
を
ど
う
活
か
し
て
い
く
か
。
運
営
上

で
そ
の
バ
ラ
ン
ス
が
非
常
に
難
し
い
と
こ

ろ
で
す
。
私
ど
も
そ
ご
う
の
立
場
か
ら
言

い
ま
す
と
、
今
ま
で
の
商
店
街
か
ら
で
す

と
三
宮
の
中
で
東
の
端
の
ポ
ジ
シ
ョ
ン
だ

っ
た
ん
で
す
。
そ
れ
が
ど
ん
ど
ん
い
ろ
ん

な
商
業
集
積
を
ふ
く
め
て
開
発
が
な
さ
れ

て
、
次
第
に
ポ
ジ
シ
ョ
ン
が
中
心
に
寄
せ

ら
れ
て
き
て
、
好
立
地
に
な
っ
て
お
り
ま

す
。
ま
た
三
宮
全
体
が
益
々
パ
ワ
フ
ル
に

な
っ
て
き
て
い
る
と
思
い
ま
す
。
ハ
ー
バ

ー
ラ
ン
ド
と
か
副
都
心
の
計
画
も
あ
り
ま

す
が
、
あ
く
ま
で
も
都
心
軸
で
あ
る
三
宮

が
し
っ
か
り
し
て
い
な
い
と
、
付
随
す
る

副
都
心
と
し
て
の
機
能
も
果
せ
な
く
な
る

と
思
い
ま
す
。

こ
の
グ
ル
ー
プ
の
方
向
性
は
二
つ
に
分

け
ま
し
て
、
一
つ
は
従
来
の
よ
う
な
ク
リ

高木剛さん

安藤輝雄さん

古川周二さん

購繍
雫

『蝋 鶏
森本泰好さん 東条陸裕さん 竹内孝さん

蝋畳』

中本伸一さん

綴溌

い
け
な
い
。
そ
の
段
階
で
は
皆
さ
ん
肩
を
組
ま
な
い
と
い
け
な
い

と
い
う
と
こ
ろ
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
て
い
る
ん
で
す
。
た
だ
三
宮
承

あ
び
意
味
に
お
い
て
は
成
熟
化
し
て
い
る
。
あ
え
て
老
化
現
象
シ
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う
表
現
す
る
か
、
そ
の
前
に
セ
ン
タ
ー
街
と
し
て
、
ウ
ィ
ン
デ
イ

ス
マ
ス
セ
ー
ル
と
か
サ
マ
ー
セ
ー
ル
だ
と
か
、
神
戸
祭
に
だ
し
物

を
出
し
て
ア
ピ
ー
ル
す
る
と
い
っ
た
団
体
の
も
の
と
、
も
う
一
つ

は
、
三
宮
に
都
市
と
し
て
の
ど
の
よ
う
な
機
能
が
必
要
な
の
か
、
一

そ
う
い
う
こ
と
を
お
客
様
に
問
い
か
け
な
が
ら
、
も
う
少
し
、
具

体
的
に
街
づ
く
り
を
徐
々
に
や
っ
て
い
く
必
要
が
あ
る
ん
じ
ゃ
な

い
か
。
こ
の
二
つ
の
軸
で
仕
事
を
進
め
て
い
っ
て
い
る
段
階
な
ん

で
す
。

東
条
神
戸
は
海
が
あ
っ
て
山
が
あ
っ
て
、
お
し
ゃ
れ
な
街
、
神

戸
と
い
え
ば
三
宮
と
い
う
こ
と
で
、
若
い
ギ
ャ
ル
や
遠
方
か
ら
も

人
が
集
ま
っ
て
き
ま
す
。
土
、
日
曜
に
な
る
と
、
他
府
県
ナ
ン
バ

ー
の
車
が
非
常
に
多
い
で
す
ね
。
花
火
大
会
の
時
、
あ
る
他
県
の

方
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
し
た
と
こ
ろ
「
神
戸
は
い
い
で
す
ね
」
と

〃
お
し
ゃ
れ
な
街
だ
か
ら
″
と
言
う
と
思
っ
て
い
た
ら
「
ラ
イ
ト

ア
ッ
プ
出
来
る
建
物
が
た
く
さ
ん
残
っ
て
い
る
ん
だ
ね
」
と
言
わ

れ
た
の
で
す
。
そ
う
い
う
足
元
を
見
直
さ
な
い
と
い
け
な
い
し
、

神
戸
の
良
さ
と
い
う
も
の
を
発
掘
し
て
い
か
な
い
と
い
け
な
い
ん

じ
ゃ
な
い
か
と
思
う
ん
で
す
。
活
性
化
と
い
っ
て
新
し
い
も
の
だ

け
を
と
り
入
れ
る
の
じ
や
な
く
て
、
神
戸
の
良
さ
を
再
発
見
し
て

い
く
の
が
、
我
々
商
業
に
携
わ
っ
て
い
く
も
の
の
責
任
で
は
な
い

か
と
思
い
ま
す
。

中
本
私
ど
も
は
、
三
宮
グ
ル
ー
プ
の
西
の
端
を
守
っ
て
い
る
商

店
街
で
す
が
、
メ
リ
ケ
ン
ロ
ー
ド
、
鯉
川
筋
か
ら
ト
ア
ロ
ー
ド
に

か
け
て
、
こ
の
区
域
が
最
近
ま
た
見
直
さ
れ
て
い
る
ん
じ
ゃ
な
い

か
と
思
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
い
ろ
ん
な
活
動
を
し
て
い
く
上
で
、

東
側
だ
け
に
頼
ら
ず
、
西
の
方
の
ポ
ジ
シ
ョ
ン
を
確
立
し
て
い
き

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

古
川
私
は
三
宮
セ
ン
タ
ー
街
一
、
二
、
三
丁
目
の
Ｐ
Ｒ
委
員
長

を
し
て
い
ま
す
が
、
目
先
の
利
益
と
い
い
ま
す
か
、
何
か
イ
ベ
ン

ト
を
す
れ
ば
数
字
的
な
盛
り
上
り
が
あ
る
と
、
こ
う
い
う
こ
と
を

期
待
し
て
い
る
の
が
現
状
だ
と
思
う
ん
で
す
。
三
宮
セ
ン
タ
ー
街

と
し
て
は
今
後
、
セ
ー
ル
ス
的
な
イ
ベ
ン
ト
よ
り
も
、
文
化
的
な

イ
ベ
ン
ト
を
し
た
い
と
思
っ
て
も
数
量
的
な
パ
ワ
ー
が
な
か
っ

た
。
そ
う
い
う
面
で
、
ウ
ィ
ン
デ
ィ
三
宮
と
い
う
大
規
模
な
集
積

の
な
か
で
、
今
ま
で
三
宮
地
区
に
は
な
か
っ
た
文
化
的
イ
ベ
ン
ト

■

高
木
三
宮
と
い
う
商
業
集
積
地
に
ウ
ィ
ン
デ
ィ
三
宮
を
通
し
て

お
も
し
ろ
さ
を
イ
ン
プ
ッ
ト
し
、
そ
の
協
調
の
中
で
お
客
様
に
ど

う
ア
ピ
ー
ル
す
る
か
で
す
ね
。

竹
内
ウ
ィ
ン
デ
ィ
三
宮
が
三
宮
ト
リ
オ
か
ら
発
展
成
長
し
て
、
．

そ
の
中
に
参
画
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
私
が
い
つ
も
思
う
の
は
三
宮

は
一
つ
の
タ
ー
ミ
ナ
ル
で
あ
る
し
、
流
動
客
も
そ
こ
そ
こ
あ
る
ん

で
す
が
、
基
本
的
に
は
街
そ
の
も
の
と
し
て
ハ
ー
ド
面
で
未
完
成

で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
文
化
の
話
が
で
ま
し
た
が
、
ア
メ
ニ

テ
ィ
の
部
分
で
頼
り
な
い
ん
じ
ゃ
な
い
か
、
遊
び
の
部
分
と
い
う

か
、
そ
う
い
う
部
分
が
不
足
し
て
い
る
と
思
う
の
で
す
。
そ
う
い

っ
た
開
発
を
早
く
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
非
常
に
あ
り
が
た
い
と
思

う
ん
で
す
。

西
さ
ん
ち
か
が
出
来
た
後
、
妬
年
に
さ
ん
プ
ラ
ザ
、
印
年
に
セ

ン
タ
ー
プ
ラ
ザ
、
弱
年
に
セ
ン
タ
ー
プ
ラ
ザ
西
館
と
い
う
ふ
う
に

順
次
出
来
上
っ
て
ま
い
り
ま
し
て
、
ハ
ー
ド
面
で
の
建
物
は
出
来

た
の
で
す
。
そ
の
中
の
店
舗
は
五
百
ほ
ど
あ
り
ま
す
が
、
セ
ン
タ

ー
街
に
面
し
た
と
こ
ろ
は
別
と
し
て
、
中
に
面
し
た
と
こ
ろ
で
、

三
宮
の
立
地
条
件
が
い
い
も
の
で
す
か
ら
、
そ
れ
に
甘
え
て
殻
に

と
じ
こ
も
っ
て
い
る
と
い
う
部
分
が
あ
る
よ
う
に
見
ら
れ
ま
す
。

が
出
来
れ
ば
と
期
待
し
て
い
ま
す
。
そ
う
す
れ
ば
い
ろ
い
ろ
な
情

報
も
入
っ
て
き
ま
す
し
、
全
体
の
中
か
ら
三
宮
セ
ン
タ
ー
街
を
見

る
こ
と
も
出
来
る
。
そ
う
い
う
効
果
も
あ
る
と
思
い
ま
す
。

長
津
戦
後
か
ら
今
日
ま
で
で
、
さ
ん
ち
か
が
ス
タ
ー
ト
と
と
な

っ
て
、
三
宮
地
区
の
形
が
出
来
上
っ
た
の
は
、
ま
さ
に
今
日
だ
と

思
う
ん
で
す
ね
。
そ
こ
で
商
売
を
続
け
て
い
く
に
は
、
最
終
的
に

は
お
客
様
と
の
つ
な
が
り
だ
と
思
い
ま
す
の
で
、
お
客
様
と
店
と

の
つ
な
が
り
を
出
来
る
だ
け
太
い
パ
イ
プ
で
結
ん
で
い
く
こ
と

を
、
こ
の
ウ
ィ
ン
デ
ィ
三
宮
で
や
っ
て
い
け
た
ら
な
と
考
え
て
い

三
宮
と
し
て

的
に
は
、
神

ま
す
。お

客
様
を

と
思
う
ん
で
す
。 ど

う
表
現
す
る
か
と
い
う
こ
と
で
す
。
そ
し
て
最
終

戸
と
三
宮
と
の
つ
な
が
り
を
ど
う
も
っ
て
い
く
か
だ

固
定
化
す
れ
ば
い
ろ
ん
な
意
味
で
の
サ
ー
ビ
ス
を
ど
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私
ど
も
は
管
理
を
担
当
し
て
い
ま
す
の
で
、
皆
さ
ま
に
ご
迷
惑

を
か
け
な
い
よ
う
ピ
ル
管
理
を
や
っ
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。
毎
年
二
回
、
流
動
調
査
を
や
っ
て
お
り
ま
し
て
、
も
う
ひ
と

つ
こ
こ
数
年
の
伸
び
が
鈍
い
よ
う
な
感
じ
が
す
る
の
で
す
。
特
に

西
館
に
い
く
ほ
ど
少
な
い
傾
向
が
あ
り
ま
す
の
で
、
そ
の
辺
ま
た

三
宮
全
般
の
問
題
と
し
て
考
え
て
い
か
ね
ば
な
ら
な
い
と
考
え
て

お
り
ま
す
。

安
藤
私
な
ん
か
は
東
京
か
ら
来
て
い
る
も
の
で
す
か
ら
、
三
宮

の
印
象
と
い
う
の
を
最
大
公
約
数
的
に
言
え
る
か
な
と
思
っ
て
い

る
ん
で
す
。
ど
こ
の
都
市
に
も
あ
り
ま
す
が
、
神
戸
は
特
に
プ
ラ

ス
要
素
の
方
が
多
い
ん
で
す
ね
。
そ
れ
が
い
い
街
で
あ
る
と
い
う

印
象
を
強
く
与
え
て
い
る
部
分
で
も
あ
る
の
で
す
。
そ
う
い
う
時

に
こ
の
ウ
ィ
ン
デ
ィ
三
宮
が
結
成
さ
れ
て
タ
イ
ミ
ン
グ
が
良
か
っ

た
ん
だ
な
と
い
う
印
象
を
も
っ
た
の
で
す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
分
野
を

ま
と
め
て
、
い
か
に
ウ
ィ
ン
デ
ィ
三
宮
と
い
う
ネ
ー
ミ
ン
グ
を
浸

透
さ
せ
て
い
く
か
。
率
直
に
三
宮
の
現
状
を
意
見
を
出
し
あ
っ

て
、
欠
け
て
い
る
も
の
を
ど
ん
ど
ん
補
っ
て
い
け
ば
い
い
と
思
い

ま
す
。
文
化
面
で
の
施
設
で
す
が
マ
ィ
ナ
ー
な
も
の
を
含
め
て
、

場
所
が
少
な
い
で
す
ね
。
増
や
さ
な
い
と
い
け
な
い
で
す
ね
。

熊
野
十
一
年
間
、
神
戸
を
留
守
に
し
て
い
て
出
戻
っ
た
わ
け
で

す
が
、
三
宮
は
大
き
く
な
っ
た
な
あ
、
立
派
に
な
っ
た
な
あ
と
感

じ
ま
し
た
。
神
戸
は
多
様
性
に
富
ん
で
い
ま
す
。
商
業
集
積
は
も

ち
ろ
ん
、
文
化
面
で
も
〃
食
″
に
関
し
て
も
そ
う
で
す
。
よ
そ
か

ら
は
「
憧
れ
の
地
」
と
し
て
見
ら
れ
、
特
に
若
い
人
た
ち
に
う
け

て
い
る
。

中
西
私
ど
も
と
し
ま
し
て
は
、
こ
の
ウ
ィ
ン
デ
ィ
三
宮
の
一
員

と
し
て
神
戸
の
オ
リ
ジ
ナ
リ
テ
ィ
を
生
か
し
な
が
ら
、
点
で
な
く

面
と
し
て
活
動
で
き
な
い
か
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

☆
こ
れ
か
ら
は
智
恵
と
セ
ン
ス
が
勝
負
の
時
代

森
本
商
業
集
積
地
を
つ
く
っ
て
い
く
と
い
う
こ
と
は
、
私
は
全

く
の
〃
街
づ
く
り
″
だ
と
思
い
ま
す
。
私
は
〃
街
づ
く
り
″
の
キ

ー
ワ
ー
ド
と
し
て
「
Ｍ
・
Ａ
・
Ｇ
・
Ｉ
。
Ｃ
」
と
言
っ
て
お
る
ん

で
す
が
１
．

Ｍ
は
ミ
ッ
ク
ス
ュ
ー
ス
。
機
能
の
複
合
化
。
先
程
も
ご
指
摘
が

あ
っ
た
よ
う
に
、
三
宮
は
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
機
能
に
か
た
ま
り
過
ぎ

て
い
る
。
他
の
機
能
が
な
い
。
だ
か
ら
間
が
も
た
な
い
。
や
は
り

文
化
情
報
機
能
が
必
要
で
す
。
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
機
能
に
他
の
機
能

を
結
び
つ
け
る
必
要
が
あ
る
。
そ
れ
か
ら
、
Ａ
は
ア
メ
ニ
テ
ィ
。

Ｇ
は
グ
ロ
ー
バ
ル
、
Ｉ
は
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
、
Ｃ
は
ク
リ
エ

イ
テ
ィ
ブ
。
こ
れ
に
ロ
ー
カ
リ
テ
ィ
、
地
域
性
を
ど
う
味
つ
け
し

て
い
く
か
を
プ
ラ
ス
す
れ
ば
、
大
体
の
条
件
は
そ
ろ
っ
て
く
る
。

さ
ん
ち
か
が
出
来
て
型
年
目
に
な
り
ま
す
が
、
あ
あ
い
う
ち
っ

ぽ
け
な
中
に
、
あ
え
て
ギ
ャ
ラ
リ
ー
や
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
コ

ー
ナ
ー
を
つ
く
っ
た
。
さ
ん
ち
か
広
場
と
い
う
わ
ず
か
な
空
間
を

つ
く
る
の
に
、
何
回
か
役
員
会
議
を
開
い
た
時
期
が
あ
っ
た
ん
で

す
。
結
果
的
に
さ
さ
や
か
な
ス
ペ
ー
ス
を
確
保
し
て
き
た
こ
と

が
、
今
の
さ
ん
ち
か
の
特
色
に
な
っ
た
と
思
い
ま
す
。

野
村
そ
ご
う
の
立
場
で
お
話
し
ま
す
と
、
東
の
横
浜
店
と
西
の

神
戸
店
と
が
常
に
い
ろ
ん
な
点
で
話
題
に
な
る
の
で
す
が
、
横
浜

も
神
戸
も
港
ま
ち
で
非
常
に
似
て
お
り
ま
す
。
た
だ
横
浜
は
完
全

に
東
京
の
中
へ
機
能
と
し
て
吸
収
さ
れ
て
い
る
。
関
西
の
場
合
は

神
戸
、
大
阪
、
京
都
と
そ
れ
ぞ
れ
独
立
の
文
化
圏
を
も
っ
て
お
り

ま
す
。
た
だ
文
化
的
な
も
の
を
見
る
限
り
で
は
、
最
近
は
神
戸
は

大
阪
あ
た
り
に
吸
収
さ
れ
て
い
る
よ
う
な
気
が
し
ま
す
。
そ
う
い

う
意
味
で
も
っ
と
独
自
の
文
化
圏
を
つ
く
り
上
げ
て
い
か
な
い
と

い
け
な
い
と
思
い
ま
す
。
ウ
ィ
ン
デ
ィ
三
宮
と
し
て
も
、
神
戸
の

た
め
に
美
術
館
や
多
目
的
ホ
ー
ル
な
ど
を
ぜ
ひ
も
ち
た
い
と
思
い

ま
す
。
私
ど
も
も
、
そ
ご
う
ク
ラ
シ
ッ
ク
コ
ン
サ
ー
ト
を
国
際
会

館
で
行
っ
て
お
り
ま
す
が
、
現
状
の
も
て
る
擬
能
を
フ
ル
に
活
用

し
て
提
供
で
き
れ
ば
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

東
条
私
は
、
文
化
と
い
う
の
は
ハ
ー
ド
面
だ
け
つ
く
っ
て
も
、

な
か
な
か
育
つ
も
の
で
は
な
い
と
思
い
ま
す
。
あ
え
て
神
戸
人
と

い
う
言
葉
を
使
う
な
ら
ば
、
や
は
り
神
戸
人
の
気
持
ち
が
固
ま
ら

な
い
と
、
文
化
は
発
展
し
な
い
と
思
う
ん
で
す
ね
。
わ
れ
わ
れ
、

商
業
人
の
立
場
か
ら
、
本
気
に
な
っ
て
精
神
的
サ
ー
ビ
ス
を
や
っ

て
い
る
の
か
ど
う
か
、
気
に
な
り
ま
す
ね
。
住
ん
で
い
る
人
間

が
、
商
売
に
携
わ
っ
て
い
る
人
た
ち
が
、
気
持
ち
の
い
い
サ
ー
ビ

ス
を
す
る
と
い
う
心
が
な
い
と
、
ハ
ー
ド
な
部
分
だ
け
つ
く
っ
て
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ザ

$

ん
で
す
か
ら
、
再
々
開
発
し
て
ほ
し
い
と
こ
ろ
で
す
ね
。

安
藤
私
が
市
の
行
政
の
人
と
話
を
し
て
感
じ
る
の
は
、
小
さ
な

問
題
、
大
き
な
問
題
で
も
全
部
チ
ャ
ン
ス
を
も
っ
た
時
に
い
か
に

わ
れ
わ
れ
が
ア
ピ
ー
ル
で
き
る
か
、
そ
う
い
う
働
き
か
け
が
こ
れ

か
ら
必
要
じ
ゃ
な
い
か
と
い
う
こ
と
で
す
。
文
化
の
面
で
も
、
同

じ
土
俵
に
あ
が
っ
て
い
か
ぬ
と
、
話
が
前
に
進
ま
な
い
と
思
う
ん

で
す
。

森
本
地
方
自
治
体
で
は
神
戸
市
は
ま
だ
民
間
と
の
話
し
合
い
が

し
や
す
い
方
で
す
が
ね
え
。

野
村
三
宮
と
い
う
都
心
軸
の
中
心
に
文
化
機
能
な
ど
欠
け
て
い

る
点
を
改
め
て
調
査
し
た
時
に
立
証
さ
れ
て
く
る
と
思
う
ん
で
す

ね
。
ハ
ー
ド
面
で
、
具
体
的
に
実
現
可
能
な
も
の
か
ら
着
手
し
て

い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
行
政
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
を
も
っ
て
意
見
を
交
換
で
き
る
状
態
に
し
た
い
で
す
ね
。

こ
の
三
宮
商
業
グ
ル
ー
プ
が
、
商
売
と
い
う
意
味
だ
け
で
な

く
、
情
報
発
信
基
地
の
よ
う
な
エ
リ
ア
に
な
る
こ
と
を
望
み
ま

す
。
例
え
ば
ハ
ー
バ
ー
ラ
ン
ド
が
出
来
る
こ
と
で
、
新
し
い
も
の

を
つ
く
る
魅
力
が
あ
る
と
思
う
ん
で
す
。
し
か
し
男
が
疲
れ
た
時

に
、
赤
ち
ょ
う
ち
ん
で
飲
み
た
い
気
分
に
な
る
よ
う
に
、
そ
の
街

の
泥
く
さ
さ
も
忘
れ
ず
に
、
そ
れ
を
生
か
し
な
が
ら
欠
け
て
い
る

部
分
を
補
っ
て
い
い
街
に
し
た
い
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。

森
本
最
近
、
大
丸
を
軸
に
元
町
界
隈
の
活
性
化
が
進
ん
で
い
ま

す
し
、
や
が
て
ハ
ー
バ
ー
ラ
ン
ド
も
出
来
る
。
し
か
し
や
は
り
神

戸
の
中
心
は
三
宮
だ
と
思
う
ん
で
す
。
な
ぜ
な
ら
、
新
神
戸
駅
か

ら
ポ
ー
ト
ア
イ
ラ
ン
ド
、
将
来
は
関
西
新
空
港
へ
の
縦
の
ラ
イ
ン

が
完
成
す
る
わ
け
で
す
。
こ
の
南
北
地
区
が
少
な
く
と
も
五
十

年
、
百
年
の
サ
イ
ズ
で
考
え
た
時
、
神
戸
の
中
心
と
な
る
こ
と
は

確
実
で
す
。
で
す
か
ら
ウ
ィ
ン
デ
ィ
三
宮
は
、
神
戸
の
顔
で
あ
り

続
け
な
い
と
い
け
な
い
ん
で
す
。

ち
ょ
っ
と
い
い
格
好
で
言
わ
せ
て
い
た
だ
く
な
ら
、
生
活
文
化

の
根
拠
地
と
し
て
、
ウ
ィ
ン
デ
ィ
三
宮
か
ら
常
に
全
国
的
に
話
題

が
発
信
さ
れ
な
い
と
い
け
な
い
。
そ
う
い
う
意
味
で
は
こ
れ
か
ら

は
、
や
は
り
若
い
人
た
ち
の
知
恵
と
セ
ン
ス
が
勝
負
の
時
代
だ
ろ

う
と
思
い
ま
す
。
八
神
戸
国
際
会
館
８
Ｆ
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
ホ
ー
ル
に
て
収
録
Ｖ

１
４８
１

も
仕
方
が
な
い
と
思
う
ん
で
す
。

久
利
私
は
神
戸
の
風
土
、
神
戸
ら
し
さ
を
忘
れ
て
は
な
ら
な
い

と
思
う
ん
で
す
。
今
の
商
売
が
、
〃
何
が
売
れ
て
い
る
か
″
傾
向

に
な
っ
て
い
る
。
全
て
の
店
が
右
へ
な
ら
え
な
ん
で
す
。
そ
う
じ

ゃ
な
い
、
店
は
〃
何
か
を
売
る
″
も
の
な
ん
で
す
。
最
先
端
の
感

性
を
と
ら
え
た
上
で
、
昔
な
が
ら
の
個
々
の
も
つ
個
性
を
生
か
さ

な
い
と
、
い
く
ら
文
化
に
対
し
て
ハ
ー
ド
面
だ
け
を
つ
く
っ
て
も

仕
方
が
な
い
。
街
（
三
宮
）
全
体
に
文
化
に
対
す
る
理
解
が
伴
わ

な
い
と
。
そ
う
、
店
が
、
都
市
全
体
が
劇
場
な
ん
で
す
よ
。

中
本
行
政
の
方
か
ら
、
も
っ
と
も
っ
と
文
化
、
ス
ポ
ー
ツ
、
各

種
イ
ベ
ン
ト
の
細
か
い
情
報
を
提
供
し
て
も
ら
う
と
、
わ
れ
わ
れ

グ
ル
ー
プ
は
そ
れ
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
こ
と
が
で
き
る
ん
じ
ゃ
な
い

で
し
ょ
う
か
。

古
川
文
化
を
い
か
に
と
り
入
れ
る
か
と
い
う
問
題
で
す
が
、
三

宮
セ
ン
タ
ー
街
は
ス
。
ヘ
ー
ス
が
な
い
ん
で
す
ね
。
で
、
わ
れ
わ
れ

は
特
に
市
立
博
物
館
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
性
の
強
い
大
き
な
施
設
に

呼
び
か
け
て
、
タ
イ
ア
ッ
プ
す
る
方
法
な
ど
暗
中
模
索
し
て
い
る

状
態
で
す
。

長
津
三
宮
の
場
合
、
表
面
的
に
は
出
来
上
が
っ
て
い
て
も
、
自

分
た
ち
商
売
人
も
、
も
っ
と
勉
強
し
て
文
化
を
身
に
つ
け
て
、
そ

れ
を
お
客
様
に
表
現
出
来
な
い
か
と
思
い
つ
つ
、
毎
日
仕
事
を
し

て
い
る
ん
で
す
が
…
（
笑
）
。
ち
ょ
っ
と
し
た
補
助
的
な
ス
。
ヘ
ー

ス
が
出
来
れ
ば
な
と
も
思
い
ま
す
が
。

ｌ
昔
の
セ
ン
タ
ー
街
健
専
門
店
に
は
各
店
舗
の
お
か
み
さ
ん

の
魅
力
が
あ
っ
た
、
人
間
的
な
魅
力
が
。
そ
れ
が
最
近
薄
れ
て
い

る
と
思
い
ま
す
が
…
。

野
村
そ
う
で
す
ね
。
マ
ン
パ
ワ
ー
と
い
う
の
は
非
常
に
大
切
だ

と
思
い
ま
す
。
「
人
の
魅
力
」
と
い
う
の
は
大
き
い
で
す
ね
。
た

だ
口
で
言
わ
れ
て
い
る
ほ
ど
大
切
に
さ
れ
て
い
な
い
の
が
現
状
で

す
ね
。

竹
内
特
に
思
う
の
が
交
通
セ
ン
タ
ー
ピ
ル
の
南
側
。
神
戸
の
超

一
等
地
で
す
よ
ね
。
い
ろ
い
ろ
権
利
関
係
が
難
し
く
て
、
一
度
再

開
発
し
て
線
引
き
し
て
あ
る
か
ら
、
神
戸
の
行
政
の
方
も
手
を
出

さ
ず
に
い
る
よ
う
で
す
が
、
せ
っ
か
く
あ
れ
だ
け
の
場
所
が
あ
る
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田崎真珠㈱
取締役社長田鯛俊作
神戸市中央区港島中町６－３－２

ＴＥＬ（0 7 8 ）3 0 2 - 3 3 2 1

オールスタイル株式会社
取締役会長川上勉

神戸市中央区港島中町６丁目５－ユ
ＴＥＬ（0 7 8 ）3 0 3 - 3 3 1 1

キャンペーン「神戸の観光と魅力を探る」の
企画は以上各社の提供によるものです。
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が
多
い
の
で
す
が
、
そ
の
実
習
の
た
め
に
シ
ア
ト
ル
の
州
立
ワ
シ

ン
ト
ン
大
学
と
提
携
し
、
希
望
者
は
夏
の
一
カ
月
間
、
研
修
を
行

っ
て
い
ま
す
。
語
学
に
対
す
る
興
味
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
人
間

的
に
も
相
当
自
信
が
つ
く
よ
う
で
す
。

砂
原
今
年
で
開
校
５
年
目
を
迎
え
ま
す
が
、
そ
れ
を
一
つ
の
節

目
と
し
て
新
し
い
展
開
を
は
か
り
、
こ
の
た
び
シ
ア
ト
ル
に
あ
る

シ
ョ
ア
ラ
イ
ン
・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
カ
レ
ッ
ジ
と
い
う
、
公
立
の

短
期
大
学
と
姉
妹
校
提
携
を
い
た
し
ま
し
た
。

白
井
と
言
い
ま
す
の
も
、
一
カ
月
の
夏
期
研
修
で
は
も
の
足
り

な
く
、
も
っ
と
現
地
の
学
校
で
勉
強
を
続
け
た
い
、
と
い
う
声
が

あ
る
か
ら
な
ん
で
す
が
、
ベ
ル
学
長
も
特
に
本
校
と
の
提
携
を
望

ん
で
お
ら
れ
て
、
正
に
幸
運
な
出
会
い
で
し
た
。
他
に
も
●
ヘ
ン
シ

ル
ヴ
ァ
ニ
ァ
州
の
シ
ー
ト
ン
・
ヒ
ル
。
カ
レ
ッ
ジ
（
四
年
制
女
子

大
学
）
と
も
提
携
し
て
お
り
ま
す
。

砂
原
夏
期
研
修
に
し
ま
し
て
も
、
単
に
語
学
研
修
だ
け
で
は
な

く
、
ア
メ
リ
カ
の
家
庭
と
も
深
い
関
り
を
持
ち
、
料
理
実
習
、
ホ

ー
ム
パ
ー
テ
ィ
を
し
、
又
老
人
ホ
ー
ム
慰
問
な
ど
、
ア
メ
リ
カ
人

の
社
会
生
活
を
も
知
る
よ
う
試
み
て
い
ま
す
。

白
井
日
本
で
英
語
を
学
ぶ
に
は
、
や
は
り
限
界
が
あ
り
ま
す
ね
。

ア
メ
リ
カ
の
大
学
に
入
る
に
は
、
Ｔ
Ｏ
Ｅ
Ｆ
Ｌ
と
い
う
テ
ス
ト
で

各
大
学
で
定
め
ら
れ
た
得
点
を
得
る
こ
と
が
必
要
な
条
件
で
す
が

国
際
舞
台
で
日
本
が
活
躍
す
る
場
も
ど
ん
ど
ん
広
が
り
、
語
学

は
も
ち
ろ
ん
、
日
本
人
の
国
際
化
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

神
戸
山
手
学
園
の
姉
妹
校
、
神
戸
山
手
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル

ア
カ
デ
ミ
ー
は
、
そ
の
国
際
的
な
校
風
で
知
ら
れ
る
、
今
注
目
の

専
修
学
校
。

今
回
そ
の
ア
ッ
ト
ホ
ー
ム
な
学
校
を
お
訪
ね
し
て
、
校
長
の
白

井
さ
ん
と
副
校
長
の
砂
原
さ
ん
に
お
話
を
う
か
が
っ
た
。

八
イ
ン
タ
ピ
ュ
ー
ァ
ー
／
本
誌
副
編
集
長
小
泉
美
喜
子
Ｖ

ｌ
ま
ず
初
め
に
、
創
立
の
目
的
を
お
聞
か
せ
下
さ
い
．

白
井
現
在
教
育
は
非
常
に
多
様
化
し
て
い
ま
す
。
大
学
へ
の
進

学
率
が
高
ま
る
一
方
で
、
専
修
学
校
の
良
さ
が
見
直
さ
れ
て
い
ま

す
。
国
際
化
時
代
と
言
わ
れ
る
昨
今
、
そ
れ
に
即
し
た
学
校
づ
く

り
が
必
要
だ
と
考
え
た
わ
け
で
す
。
当
然
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
も
語
学

》
咋
液
ふ
出
怒
慰
碓
串
謹
購
母
鎮
農
汁
鐸
ノ
ヘ
露
録
舞
識
鍔

インタビュー

■

砂原副校長

§
：

少人数に徹して
国際人の養成を

Ⅲ

む

一団

神戸山手ｲﾝ ﾀ ｰ ﾅ ｼ ｮ ﾅ ﾙ ｱ ｶデﾐ ｰ
白井康夫校長
砂原規子副校長に聞く
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乃唖蕊『

４

シ
ョ
ァ
ラ
イ
ン
で
は
、
国
際
学
生
の
た
め
の
英
語
学
校
で
能
力
に

応
じ
た
ク
ラ
ス
に
入
り
、
あ
る
基
準
に
達
す
れ
ば
、
大
学
の
単
位

も
取
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。
大
学
入
学
後
は
本
人
の
努
力

次
第
で
四
年
制
大
学
、
例
え
ば
州
立
ワ
シ
ン
ト
ン
大
学
な
ど
へ
の

編
入
の
道
も
ひ
ら
か
れ
ま
す
。

ｌ
こ
の
学
校
の
特
色
は
、
ど
の
よ
う
な
点
で
し
ょ
う
か
．

白
井
少
人
数
制
に
徹
し
て
い
る
こ
と
で
す
ね
。
少
人
数
の
利
点

は
、
一
人
一
人
き
め
細
か
い
指
導
が
で
き
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

そ
れ
が
正
し
い
教
育
の
原
点
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

砂
原
今
の
若
い
人
に
は
、
人
間
と
し
て
一
番
基
本
に
な
る
常
識

的
な
訓
練
が
欠
け
て
い
る
よ
う
に
思
い
ま
す
。
こ
の
少
人
数
で
暖

か
い
家
庭
的
な
雰
囲
気
の
中
で
、
そ
れ
ら
の
事
を
、
国
際
的
な
視

野
に
立
っ
て
教
育
し
て
い
き
た
い
で
す
ね
。

ｌ
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
に
は
、
頁
本
の
伝
統
文
化
も
か
な
り
含
ま

れ
て
い
ま
す
が
。

白
井
外
国
へ
行
く
場
合
、
語
学
が
で
き
れ
ば
十
分
と
い
う
の
で

は
な
く
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
深
め
る
た
め
に
、
日
本
の
伝

統
文
化
を
よ
り
よ
く
理
解
す
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

砂
原
例
え
ば
お
茶
や
お
花
の
英
語
に
よ
る
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ

ョ
ン
は
、
と
て
も
喜
ば
れ
る
の
で
す
よ
。

ｌ
卒
業
さ
れ
る
と
、
ど
う
い
う
所
に
就
職
さ
れ
ま
す
か
？

砂
原
大
企
業
か
ら
中
小
企
業
ま
で
様
々
で
す
。
お
か
げ
さ
ま
で

就
職
率
は
伽
％
で
す
。

白
井
ワ
ー
プ
ロ
や
英
文
タ
イ
プ
な
ど
、
事
務
職
に
必
要
な
技
能

の
習
得
に
も
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
学
校
は
、
国
際
都
市
神
戸
と
い
う
素
晴
ら
し
い
地
の
利
を

生
か
し
て
、
今
後
も
た
だ
単
に
英
語
が
話
せ
る
だ
け
で
な
く
、
深

い
教
養
に
裏
打
ち
さ
れ
た
、
真
の
国
際
人
を
育
成
し
て
い
き
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。

砂
原
家
庭
に
外
国
の
方
々
を
快
く
迎
え
、
神
戸
の
こ
と
を
よ
く

知
っ
て
い
た
だ
き
、
お
互
い
に
暖
か
い
交
流
を
持
つ
こ
と
が
で
き

る
よ
う
な
国
際
感
覚
溢
れ
る
女
性
と
し
て
、
巣
立
っ
て
欲
し
い
で

す
ね
。

神
戸
山
手
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
ア
カ
デ
ミ
ー

（
神
戸
山
手
学
園
姉
妹
校
）
〒
卸
神
戸
市
申
央
区
山
本
通
５
丁
目
９
番
栂
号

雷
０
７
８
１
３
５
１
‐
２
６
６
４
（
代
）

皿

膳
岸

畷瞬
割
く

蝋蝿

守頓や

綴

上／神戸山手インターナショナルアカデミーの
モダンな玄関ホール

左上／ショアラインのベル学長とがっちり握手

１
５１
１

上／現地カウンセラー大川さん、的場さんと
右／州立ワシントン大学のスタッフと記念撮影

蕊灘 可
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☆
ト
ー
タ
ル
・
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
・

セ
レ
ク
シ
ョ
ン

ア
パ
レ
ル
、
真
珠
、
シ
ュ
ー
ズ
な
ど
兵

庫
県
下
の
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
産
業
を
一
堂

に
集
め
る
。
同
時
に
展
示
さ
れ
る
ス
ペ

イ
ン
の
生
活
と
市
の
様
子
も
見
も
の
。

Ⅷ
月
把
日
（
土
）
ｌ
即
日
（
月
）
／
如
時
１
打
時
／
ワ

ー
ル
ド
記
念
ホ
ー
ル

大
い
に
期
待
で
き
る
。

Ⅲ
月
旭
日
（
日
）
／
４
時
、
６
時
／
ア
シ
ッ
ク
ス
ア

ト
リ
ウ
ム
／
５
０
０
０
円

★
神
戸
の
ニ
ュ
ー
ク
リ
エ
イ
タ
！
と

日
比
野
克
彦

ハ
イ
カ
ラ
都
市
・
神
戸
の
フ
ァ
ッ
シ

ョ
ン
性
の
高
さ
は
衆
目
の
認
め
る
と
こ

ろ
だ
が
、
そ
の
〃
神
戸
フ
ァ
ッ
シ
ョ

ン
″
の
オ
リ
ジ
ナ
リ
テ
ィ
を
更
に
強
く

ア
ピ
ー
ル
し
よ
う
と
、
若
手
デ
ザ
イ
ナ

ー
四
人
が
人
気
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
・
日
比

野
克
彦
氏
と
共
演
す
る
。

ニ
ュ
ー
ク
リ
エ
ー
タ
ー
は
中
村
一
夫

（
イ
ズ
ム
）
、
宇
敷
道
子
（
ロ
ー
ト
レ
・

ア
モ
ン
）
、
松
永
千
春
（
ワ
ー
ル
ド
）
、

井
上
真
由
美
（
オ
ー
ル
ス
タ
イ
ル
）

で
、
新
し
い
神
戸
の
情
報
発
信
に
向
け

て
、
今
、
着
々
と
準
備
中
だ
。

Ⅱ
月
加
日
（
月
）
／
４
時
、
７
時
／
ア
シ
ッ
ク
ス
ア

ト
リ
ウ
ム
／
５
０
０
０
円

☆
口
エ
ペ

Ⅷ
春
夏
コ
レ
ク
シ
ョ
ン

ス
ペ
イ
ン
は
世
界
で
も
有
数
の
皮
の

産
地
と
し
て
知
ら
れ
、
独
特
の
皮
な
め

し
法
に
よ
る
な
め
ら
か
な
皮
製
品
を
愛

好
す
る
人
も
数
多
い
。
中
で
も
ス
ペ
イ

ン
王
室
御
用
達
業
者
と
し
て
一
四
○
年

の
歴
史
を
誇
る
ロ
エ
ベ
は
、
世
界
の
上

流
階
級
か
ら
大
き
な
人
気
を
集
め
て
い

る
。日

本
初
の
フ
ル
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
。
シ

ョ
ー
と
い
う
の
も
話
題
の
的
で
、
四
代

日
エ
ン
リ
ケ
・
ロ
エ
ベ
氏
を
招
い
て
の

格
調
高
い
シ
ョ
ー
に
期
待
の
声
も
大
き

い
。

加
月
訓
日
（
火
）
／
２
時
、
４
時
、
６
時
加
分
／
ホ

テ
ル
オ
ー
ク
ラ
神
戸
／
５
０
０
０
円
、
デ
ィ
ナ
ー

シ
ョ
ー
は
３
０
０
０
０
円

神
戸
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ

ル
の
全
体
テ
ー
マ
は
ず
ば
り
「
ス
ペ
イ

と
。
〃
二
十
一
世
紀
の
ト
レ
ン
ド
セ
ッ

タ
ー
″
と
評
さ
れ
る
情
熱
の
国
・
ス
ペ

イ
ン
が
世
界
に
誇
る
一
流
の
フ
ァ
ッ
シ

ョ
ン
が
、
華
や
か
に
披
露
さ
れ
る
。

☆
シ
ビ
ラ
・
ソ
ロ
ン
ド

Ⅷ
春
夏
コ
レ
ク
シ
ョ
ン

十
七
歳
で
イ
ヴ
・
サ
ン
ロ
ー
ラ
ン
の

ア
ト
リ
エ
に
入
り
、
弱
冠
二
○
歳
で
初

め
て
開
い
た
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
で
ス
．
へ
イ

ン
の
最
優
秀
デ
ザ
イ
ナ
ー
に
輝
い
た
。

昨
年
か
ら
は
ミ
ラ
ノ
・
コ
レ
ク
シ
ョ
ン

に
参
加
す
る
な
ど
、
二
十
五
歳
の
若
手

デ
ザ
イ
ナ
ー
と
し
て
は
逸
材
と
評
判
も

一
局
い
。

彼
女
の
来
日
は
今
回
が
初
め
て
で
、

女
性
ら
し
い
独
特
の
や
さ
し
さ
を
備
え

た
新
し
い
〃
美
″
の
世
界
の
展
開
に
は

神
戸
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
閲９

１
５２
１

し

ポ
ー
ト
ピ
ア
制
の
博
覧
会
跡
地
に
建

設
さ
れ
た
神
戸
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
タ
ウ
ン

は
、
ア
パ
レ
ル
の
み
な
ら
ず
、
食
、

住
、
遊
、
知
、
健
と
広
く
生
活
文
化
に

か
か
わ
る
企
業
、
三
十
八
社
に
よ
っ
て

構
成
さ
れ
、
こ
の
秋
グ
ラ
ン
ド
オ
ー
プ

ン
を
迎
え
た
。

☆
神
戸
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
タ
ウ
ン
完
成

記
念
セ
レ
モ
ニ
ー
＆
パ
ー
テ
ィ

フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
タ
ウ
ン
の
完
成
を
祝

う
華
や
か
な
開
会
式
と
パ
ー
テ
ィ
。

フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
タ
ウ
ン
の
今
日
ま
で

の
歩
み
を
、
映
像
な
ど
で
紹
介
す
る
。

マ
リ
ー
ン
の
イ
メ
ー
ジ
ソ
ン
グ
の
発
表

も
…
。

Ⅷ
月
肥
日
（
土
）
／
加
時
１
過
時
釦
分
／
セ
レ
モ
ニ

ー
は
市
民
広
場
／
パ
ー
テ
ィ
は
神
戸
ポ
ー
ト
ピ
ア

ホ
テ
ル

☆
光
り
の
Ｆ
Ｌ
Ｏ
Ａ
歴
Ａ
ｎ
Ｉ
Ｏ
Ｎ
Ⅷ

地
元
、
港
島
小
学
校
の
生
徒
に
よ
る

「
港
島
太
鼓
」
で
幕
開
け
。
「
Ｆ
Ｅ
Ｅ
Ｌ

Ｔ
Ｈ
Ｅ
Ｋ
Ｆ
Ｔ
Ｆ
Ｕ
Ｔ
Ｕ
Ｒ
Ｅ
」

を
テ
ー
マ
に
華
々
し
い
イ
ベ
ン
ト
を
展

開
す
る
。
音
楽
監
修
・
加
藤
和
彦
、
監

督
・
小
久
保
隆
、
ビ
ジ
ュ
ア
ル
プ
ロ
デ

ュ
ー
サ
ー
・
田
中
敬
一
と
い
う
豪
華
顔

神
戸
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
タ
ウ
ン

街
び
ら
き
イ
ベ
ン
ト

W F F 柵
Pulchrade-WORLDFASHlONFplIR89

ワールドファッションフェア神戸N E W S
１１月に朋催されるＷＦＦ瞳8 9 ( ワーールドブァッ
ションフェア) 。神戸の雌しはファ･ ツションコ
レクションあり、街びらきイベントあり、グ
ルメありと盛りだくきん。舷新ニュースをお
届けします。
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☆
グ
ル
メ
Ｋ
Ｏ
Ｂ
Ｅ
セ
レ
ク
シ
ョ
ン

洋
菓
子
、
コ
ー
ヒ
ー
、
酒
な
ど
神
戸

グ
ル
メ
を
支
え
る
の
は
多
彩
な
食
品
産

業
群
。
そ
の
魅
力
を
総
覧
し
、
神
戸
の

食
文
化
の
ル
ー
ツ
を
さ
ぐ
る
〃
グ
ル
メ

展
示
会
〃
。

Ⅲ
月
創
日
（
火
）
ｌ
お
日
（
土
）
／
サ
ン
ポ
ー
ホ
ー
ル

／
２
０
０
円

☆
グ
ル
メ
プ
ロ
ム
ナ
ー
ド

十
日
間
に
わ
た
り
、
神
戸
の
街
は

〃
グ
ル
メ
″
一
色
に
染
ま
る
。
ハ
イ
カ

ラ
神
戸
の
雰
囲
気
を
伝
え
る
各
店
に
特

別
ゲ
ス
ト
を
迎
え
、
楽
し
い
食
談
義
に

花
を
咲
か
せ
る
。
大
島
渚
、
桐
島
洋
子

画

句

業
の
社
員
と
タ
ウ
ン
住
民
が
ひ
と
つ
に

な
っ
て
、
ス
ポ
ー
ツ
交
流
の
祭
典
を
繰

り
広
げ
る
。

Ⅷ
月
３
日
（
祝
）
／
加
時
Ｉ
把
時
／
ワ
ー
ル
ド
記
念

ホ
ー
ル
（
関
係
者
の
み
の
参
加
）

あ
わ
せ
で
、
音
と
光
り
の
ス
ペ
ク
タ
ク

ル
・
ラ
イ
ブ
イ
ベ
ン
ト
が
繰
り
広
げ
ら

れ
る
。

加
月
旭
日
（
土
）
／
旧
時
Ｉ
旭
時
釦
分
／
市
民
広
場

を
中
心
に
タ
ウ
ン
全
域

☆
Ｆ
Ｌ
Ｏ
Ａ
Ⅱ
Ａ
Ｉ
Ｏ
Ｎ
Ｗ
Ａ
Ｌ
Ｋ

棚
＆
ス
ト
リ
ー
ト
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス

＆
Ｓ
Ｈ
Ｏ
Ｐ

三
十
八
社
の
ピ
ル
を
巡
る
イ
ベ
ン
ト

オ
リ
エ
ン
テ
ー
リ
ン
グ
で
、
テ
ー
マ
は

「
男
と
女
の
第
二
章
」
。
屋
内
で
は
ブ

ラ
イ
ダ
ル
シ
ョ
ー
や
シ
ン
グ
ル
パ
ー
テ

ィ
、
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
、
屋
外
で
は
ミ
ュ

ー
ジ
ッ
ク
イ
ベ
ン
ト
や
＋
全
追
芸
人
の
パ

フ
ォ
ー
マ
ン
ス
が
楽
し
め
る
。
フ
ァ
ッ

シ
ョ
ン
タ
ウ
ン
な
ら
で
は
の
お
シ
ヤ
レ

な
雰
囲
気
が
味
わ
え
そ
う
だ
。

Ⅷ
月
肥
日
（
土
）
ｌ
旧
日
（
日
）
／
神
戸
フ
ァ
ッ
シ
ョ

ン
タ
ウ
ン
全
企
業
及
び
ス
ト
リ
ー
ト

☆
Ｋ
Ｏ
Ｂ
Ｅ
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
パ
ー
テ
ィ

（
Ｅ
Ｌ
Ｏ
Ａ
Ｉ
Ａ
ｎ
Ｉ
Ｏ
Ｎ
Ⅷ
前
夜

祭
）神

戸
の
高
感
度
人
間
に
は
ワ
ン
ラ
ン

ク
上
の
パ
ー
テ
ィ
と
し
て
定
着
し
て
い

る
、
Ｋ
Ｏ
Ｂ
Ｅ
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
パ
ー
テ

ィ
が
、
今
年
は
街
び
ら
き
イ
ベ
ン
ト
の

前
夜
祭
と
し
て
開
催
さ
れ
る
。
参
加
者

約
二
千
人
と
い
う
大
パ
ー
テ
ィ
に
は
フ

ァ
ッ
シ
ョ
ン
デ
ザ
イ
ナ
ー
、
デ
ィ
レ
ク

タ
ー
、
そ
れ
に
お
栖
落
大
好
き
人
間
が

顔
を
揃
え
る
。

ゲ
ス
ト
は
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ナ
ブ
ル
な
ス

テ
ー
ジ
が
印
象
的
な
マ
リ
ー
ン
・

Ⅷ
月
Ⅳ
日
（
金
）
／
旧
時
犯
分
Ｉ
鯉
時
／
神
戸
ポ
ー

ト
ピ
ア
ホ
テ
ル
／
有
料

☆
ス
ポ
ー
ッ
フ
ェ
ス
テ
ィ
パ
ル

ス
ポ
ー
ッ
の
秋
に
ピ
ッ
タ
リ
の
イ
ベ

ン
ト
。
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
タ
ウ
ン
加
盟
企

バ
ー
バ
ラ
寺
岡
、
山
内
美
郷
、
ク
ロ
ー
ド

チ
ア
リ
、
奥
村
彪
生
、
黒
木
香
さ
ん
他

の
特
別
ゲ
ス
ト
の
食
談
義
の
あ
と
お
店

の
自
慢
料
理
に
舌
鼓
を
。
共
に
神
戸
の

〃
お
い
し
い
ひ
と
時
″
を
楽
し
む
企
画

Ⅷ
月
Ⅳ
日
（
金
）
ｌ
茄
日
（
日
）
／
ア
ラ
ン
シ
ャ
ペ
ル
、

北
野
ク
ラ
ブ
、
栄
弥
他
約
調
店
の
予
定
／
会
喪
制

（
店
に
よ
り
異
な
る
）

☆
グ
ル
メ
パ
ー
テ
ィ

主
な
ホ
テ
ル
や
旅
館
に
よ
る
新
し
い

グ
ル
メ
パ
ー
テ
ィ
の
提
案
。
神
戸
な
ら

で
は
の
新
し
さ
、
独
自
性
の
あ
る
オ
シ

ャ
レ
な
パ
ー
テ
ィ
は
、
若
者
か
ら
ア
ダ

ル
ト
層
ま
で
幅
広
く
楽
し
め
る
も
の
に

な
り
そ
う
。

Ⅷ
月
釦
日
（
月
）
１
羽
日
（
日
）
／
主
要
ホ
テ
ル
、
旅

館
／
会
費
制

☆
グ
ル
メ
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

グ
ル
メ
シ
テ
ィ
神
戸
の
今
後
の
方
向

を
考
え
る
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
。
講
師
は
国

立
民
族
学
博
物
館
教
授
の
石
毛
直
道
さ

ん
ら
。

刑
月
肥
日
（
木
）
／
神
戸
商
工
会
議
所
／
有
料

'8９ グ
ル
メ
デ
ィ
ア
Ｋ
Ｏ
Ｂ
Ｅ

１
５３
１
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夕

F 画s h i ◎ｎＳｈ◎

ハイ力

葱
i#鱗 騨弗蕊 ii蕊
長井弘. 子
．く三越オーダーサロン>

六甲と神戸神秘の山の中での膜想は、
大いなるものからのメッセージが伝わっ
てくる。
そして､ あらゆるものに光がさしこみ、
ゆらめきかけ包んでくれる。高みの場所
から海の水平線を眺めながら、光の糖、
木の籾、風の糖、水の籾、人々が集い、
空を朔ぴ、地で舞い芳香な酒の如くの陶
酔。大いなるものに、守られ、次なる可
能性を秘めながら。

鍵籍

ＬＰ

藤本ハルミ
< オートクチュールマーガレット>

航海一族に船乗りの多い血のせいか、
私は強く海にひかれる。太陽の光をうけ
てキラキラ輝くみなもさg みると、未知な
る未来への期待に今もなを心がふるえ、
奇春するのである。
別れのドラが喝って、五色のテープが

空に舞えばもう引; 返すことはできない。
あの青い紺碧の広がりの中に数知れぬ美
しいものや ､ おそろしい迩命がひそんで
いようが麓インデイジョーンズの音楽に
乗って大海原にこぎ出すのだ。人魚姫に
あいたい。群をなして進むイルカにあい
たい。８月の醜にも…。でも私の夢の中
にはつらい嵐や、沈没はでてこないので
す。ハッピネスな船旅に乾杯 '

判

前 川冨紀子
くニッターズスペース前川>

ﾆ ｯ ﾄ の世界に足を踏みいれて2 0 数年
……ニットに魅せられた方々とのふれあ
いの場としての、ニッターズ・スペース
を始め、より女らしく美しく、エレガン
トに装う衣装造りのためのアドバイスを
し続けながらも、私のイメージが十分表
現できないまま、あれこれ迷いながら歩
んできました。
幸い『ＫＦＭ』の一員に加えて頂きま
したので、１本の糸に託す私の熱い思い
を、ハイカラーＫＯＢＥ－ＮＯＷで披礁
したいと思います。

スタッフ美術/ 石阪春生。音楽/ 新井満・照明/ 林史朗。音響/ 網中秀雄
フ･ ランナー特別会貫く神戸ﾌｧ…卿凝講義潅診パﾝ…》岡田美代/小泉美喜子/妹尾光子

パール大月真珠／木下真珠／田崎真珠／森真珠／ミキモト／山勝真珠

静マ

5４
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市野木江充子丹野最世子大西節子< 市野木ニツテイングスタジオ＞< ブティック魔女＞〈大丸神戸店ジバンシィサロン＞
いろいろの国の人達が街になじんで、須磨海岸須腰の海に住む人魚姫、海底旧居詞地に私の毎日の仕水期がある。

卿震鯛砿息懸溌雛聯繍鍵撫雛灘もここでは何故かトラッドに見えてしまを婚している。フレンチレケエで楽しく街並である｡今回はこの居釘地がテーマ。穣磯龍震賦蝉駕私の熱い思いを､どこ菱で謹現出来るかう･･･……。
まさに“ハイカラ, ' ですねえ。ＫＦＭり広げていた、しなやかな神戸の女性たは、疑問ではあるが一海外の文化を

▲ ツ8９ 鮎

四
膳
画
ミ
ヨ
山
。
Ｏ
ミ

ち。ウォーターフロントには、さまざまいちはやく日本の生活の中に取り入れたコレクションでは､ 神戸を意識しないで、発祥の地、神戸の気愛、そしてその原点な人々の心のくつろぎが有り、詩が右･ り、自由にのびのびと創ってみようと思って物語り力靖ろ。此処数年間、スキューバをさぐってみたかったのです。今や、私います。御覧いただいた方々 が、あ、やダイビングで色々 な海に潜るマイライフ、の住む大丸周辺はビジネスの街、美しい
海と魚と海岸は、いつも私の心の大部分ファッションの街、そして棚けゆくハーっばりハイカラ神戸と感じて下さったら、を占めて､海の中で漂い､ゆれ動く感妃バーﾗﾝドへと､新しい文化を伝える街とてもうれしいです。で、リゾート気分をデザインしているし一撃セヂーェーョー‘…一, - , . , . - . . - , 鰹- . -でもある｡ 大丸前に残された当時の街灯、

瓦斯灯のあかりは永遠にともされてゆく
のであろう。

浦 ３，ＯＯＯ
15,ＯＯＯ<デｨﾅｰｼｮｰ＞
テレビ･ 月刊神戸っ子
ツト内/藤本ハルミ室0 7 8 ( 2 4 2 ) 5 6 9 0
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